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森ノ宮医療大学大学院保健医療学研究科保健医療学専攻
平成29年度修士論文審査報告
女性の腹圧性尿失禁に対する骨盤底筋群エクササイズの検討
―客観的難易度と主観的難易度の相違―
	 学位申請者：下村咲喜
	 指導教員：工藤慎太郎
	 審査委員会主査：	金尾顕郎
論文要旨
【背景と目的】軽度の腹圧性尿失禁罹患者や妊婦に対して、正しい知識や根拠に基づく骨盤底筋
群（PFMs）エクササイズ方法を普及させる必要がある。特に臨床においては、対象者の主観に
基づき、エクササイズを選択しているが、その根拠は乏しい。そのため、様々のPFMsエクササ
イズを実施した際の主観的難易度と客観的難易度の相違について検討した。
【方法】対象を若年健常成人女性35名とした。計測姿勢は、予備的研究で再現性の確認出来た（1）
PFMsの収縮（以下+PFMs）に加えて、（2）股関節内転運動＋PFMs、（3）吸気＋PFMs、（4）呼
気＋PFMs、（5）股関節膝関節伸展位＋PFMsの5つの方法とした。計測は、超音波画像診断装
置（東芝メディカルシステムズ社製Aplio300）を用いて、膀胱底から腹壁までの距離をPFMsの
収縮前後で求めた。「客観的難易度」は膀胱底挙上量とし、「主観的難易度」は計測直後にアンケー
ト調査を行った。客観的難易度の比較は反復測定のある一元配置分散分析を用いた。Post	hoc	
comparisonsにはTukey-Kramer法を用いた。客観的難易度と主観的難易度の比較には分割表の
検定を用いた。
【結果】膀胱底挙上量は、（1）5.6±4.1mm（2）4.1±4.1mm（3）2.0±4.2mm（4）4.3±4.3mm（5）2.9
±4.0mmで、（1）PFMsの収縮と（3）吸気+PFMsに有意差がみられた（p＜0.05）。また股関節内
転運動+PFMsと吸気+PFMsと呼気+PFMsでは、主観的難易度と客観的難易度において、有意
差がみられた（p＜0.05）。
【考察と結論】吸気+PFMsは吸気時の腹腔内圧の上昇が影響し、客観的難易度を高めている可能
性がある。主観的難易度と客観的難易度の低いPFMsエクササイズから実施し、難易度を調整す
ることで、適切なエクササイズ指導に繋がる可能性が示唆された。
審査結果
腹圧性尿失禁に対する骨盤底筋群のエクササイズの有効性は確立されている。しかし、産後な
ど、比較的若い世代を中心に罹患者が存在し、相談しにくい愁訴であるため、医療機関を受診し
たがらない。つまり、潜在的な患者数が多数おり、様々なエクササイズが一般化していることが
問題になる。そこで、本研究では、骨盤底筋群エクササイズを専門家の監修の下、動画配信を行
うことを目的にその基礎的検討として実施されている。
本研究では、被験者の課題遂行における難易度について着目している。客観的難易度を超音波
画像診断装置で計測し、主観的な難易度は被験者に質問紙で調査するという手法をとっている。
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従来から高い再現性と妥当性が示されている方法に準じて実験は実施されている。また、主観的
な難易度と客観的な難易度の一致度を観察している点はオリジナリティーのある視点である。
一方、本研究は健常者を対象に実施しているため、実際に腹圧性尿失禁に罹患している、もし
くは妊婦などにおいては、結果が異なる可能性もあり、結果は暫定的となる。また、計測結果を
先行研究と比較すると、膀胱底挙上量が小さく、腹圧性尿失禁のハイリスク者も何名かいること
が考えられ、被験者の包含基準もしくは、計測データの客観性にも課題が残る。しかし総合的評
価としては、骨盤底筋群エクササイズの客観的難易度と主観的難易度を比較検討した研究はこれ
までになく、今後、エクササイズ指導の根拠を考えるにあたって意義あるデータとその解釈を示
したと判断できる。
以上のことから、本申請論文は、修士の学位を授与するに値するものと判定した。
中等度アルツハイマー型認知症高齢者におけるコラージュ療法に関する研究
―生理学的心理学的変化と実施中の発言内容に焦点を当てて―
	 学位申請者：津崎勝代
	 指導教員：上西洋子
	 審査委員会主査：村上生美
論文要旨
【研究目的】コラージュ療法は、箱庭療法を基盤として開発された芸術療法の一つである。近年、
認知症高齢者の心理を探る方法として研究が進められている。本研究は、中等度アルツハイマー
型認知症高齢者にコラージュ療法を実施し、作成前後の心理学的生理学的な変化を明らかにし、
QOL向上のためのよりよいケアについて考察した。
【研究方法】対象者：介護老人福祉施設に入所している中等度のアルツハイマー型認知症高齢者
とした。実施データ収集方法：①コラージュ・ボックス法にてコラージュ作成を1人約40分で5
回（週1回）行った。②コラージュ作成前後に脈拍・唾液アミラーゼ値の測定と日本語版POMS2
短縮版を用いて聞き取り調査を実施した。③コラージュ療法実施中の会話内容はICレコーダー
で録音した。分析方法：①脈拍と唾液アミラーゼ値及び日本語版POMS2短縮版の結果について
は対応のあるt	検定を用い分析した。②コラージュ作品の分析は、森谷の判断軸による解釈と、
配置については、杉野の空間象徴の図式を用いた。③録音したデータはサブカテゴリーを抽出し
た後にカテゴリー化をした。
【研究結果】研究対象者は女性7名であった。生理学的反応として唾液アミラーゼ値について有意
差はなかったが、脈拍は実施後において有意差（P＜0.05）があった。日本語版POMS2短縮版に
ついては6下位尺度を実施前後で比較した結果、実施後にVA（活気）とAH（怒り）において有
意差があった。また5回の実施前後については、VAとTMD（ネガティブな気分状態）に有意差
があった。しかし、初回の実施前と最終回の実施後を比較した結果には変化はなかった。コラー
ジュ作品の結果は、過去や現在を連想させる作品が多く、未来を連想させるものはなかった。配
置については画用紙の中央に対象者の意識や思い出を連想させるようなパーツを貼っていた。
【考察】唾液アミラーゼ値と脈拍値の変化については、ストレスや緊張を与えない場所での実施や、
なじみのある職員がいつも視界の中に存在し、関わりができたと考えられる。日本語版POMS2
短縮版では、VA（活気）に変化があった。これはコラージュ療法を実施したことで、自分の思
いを表現し気持ちが発散できたことや、心地よさと安心感を得られたのでないかと考えられた。
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AH（怒り）の変化については、制限のある施設生活を送る対象者がコラージュを作成することで、
不安などの感情が表出できたのではないかと考えられた。コラージュ作品の解釈では、左右領域
では未来や現在の時間よりも、過去の時間が大半を占めていたことから、過去の思い出が意識の
中では重要なものであるということが考えられる。会話内容の結果、【記銘力の低下がわかる】【取
り繕いをする能力がある】【経験を思い出す力がある】【選択する能力がある】【美や活力のある
ものに関心がある】【自尊感情がある】のカテゴリーを抽出した。
【結論】1．コラージュ療法の実施後は、脈拍と唾液アミラーゼ値の変化から、緊張感やストレス
が軽減していた。また、日本語版POMS2短縮版の結果から、コラージュ実施後にポジティブな
気分が上昇し、ネガティブな気分が低下していた。しかし、怒りや敵意の気分が上昇したことは、
対象者の普段の制限された生活における感情の表出があった。
2．中等度アルツハイマー型認知症高齢者のコラージュ作品は現在や過去を連想させたるものが
多く、未来を連想させるものはなかった。また、配置については自ら経験した内容や強く印象に
残った思い出を中央部に選んでいた。
3．中等度AD高齢者は、経験した印象的なエピソードであれば思い出として残り、他者へ伝え
られることができる。
4．中等度AD高齢者と関わるときは、もてる力を認識することが必要であり、そのことがより
よいケアにつながる。
審査結果
本研究は、認知症高齢者の心理を探る方法として、臨床心理学領域で使われているコラージュ
療法を用いて、実施中の発言について内容分析を行いカテゴリー化し、よりよいケアについて検
討した。中等度アルツハイマー型認知症高齢者を対象にコラージュ療法を実施して、コラージュ
作品の作成前後の生理学的心理学的な客観的なデータを比較して効果を検証したあと、研究協力
者である中等度アルツハイマー型認知症高齢者の発言を内容分析して概念化に向けて検討した質
的記述的研究であり、中等度アルツハイマー型認知症高齢者を対象にした研究は少ない。
しかし、研究協力者である中等度アルツハイマー型認知症は行動・心理症状による影響があり、
比較的落ち着いた時期で継続して実施できる研究協力者が少なかったことから、生理学的心理学
的変化についての統計学的解析は限界があり、また、比較的意思の疎通ができてコラージュ療法
が可能な研究協力者に限定したことからも、今後は研究協力者を検討して研究協力者数を増加し
ていくことが課題である。さらに、海外の当該分野における先行研究は少ないが検討していく必
要がある。しかし、総合評価としては、本研究の成果は、研究協力者がコラージュ実施中の回想
を通して明らかになった心理の内容を、中等度アルツハイマー型認知症高齢者とのコミュニケー
ションに活かすことでよりよいケアへの一助になると考えられる。
以上のことから、本申請論文は、修士の学位を授与するに値するものと判断した。
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軟骨変性疾患の病態分子メカニズムにおける血圧調節機構：
レニンーアンギオテンシン系の役割
	 学位申請者：福井悠紀子
	 指導教員：川畑浩久
	 審査委員会主査：青木元邦
論文要旨
【目的】近年変形性関節症（以下OA）と高血圧症はそれぞれ独立した疾患であるにもかかわらず、
最近高血圧がOAのリスクになるとの報告がなされた。しかし高血圧症がOAの発症や病態進行
にどのように関わるかについては明らかでない。とりわけ高血圧症の治療において最も重要なメ
カニズムであるレニン-アンジオテンシン系（以下RA系）が、OAの病態にどのように影響する
かについてはほとんど検討されていない。そこで軟骨代謝におけるRA系の役割、とくにOA発
症の病態進展におけるAng	IIの関与について検討を行った。
【方法】8週齢C57BL/6Jマウスの膝関節において半月不安定性モデル（以下DMMモデル）を作製
し、さらにAng	IIを投与することで、Ang	IIが関節軟骨の変性にどのように関与するかについ
て組織学的に検討した（DMM群vsDMM+Ang	II群）。術後2、4週に膝関節組織を採取、HEお
よびSafranin	O/Fast	Green染色（以下SF染色）染色を行い、関節軟骨変性の程度を評価した。
また関節軟骨変性マーカ （ーMMP-13、X型コラーゲン）についても免疫組織化学的染色を行っ
た。なお本研究は森ノ宮医療大学動物実験倫理委員会の承認を得て実施した。（研究倫理承認番
号：2015A001）
【結果】2週目のSF染色により、DMM+Ang	II群では、DMM群と比較してより強く関節軟骨
の変性が生じていることが示された。また4週目においては、両群とも病態は進展していたが、
DMM+Ang	II群でより高度の関節軟骨の変性を認め、関節軟骨が広く消失している例もみられ
た。免疫組織化学染色による関節軟骨変性マーカ （ーMMP-13、X型コラーゲン）の発現におい
てもDMM+Ang	II群でより強く広範な発現が認められた。
【考察および結論】膝OAの病態進展におけるRA系の関与についてDMMモデルをもちいてAng	
IIの影響を検討したところ、Ang	IIを投与することで関節軟骨の変性がより進展することが示さ
れた。またこの際に変性関節軟骨のマーカーであるMMP-13、X型コラーゲンなどの発現も広範
かつ増強していた。すなわちAng	IIは関節軟骨の微小損傷を起点として生じた炎症により分泌
される基質分解酵素（MMP-13）の産生を高め、関節軟骨の変性を進展させる作用をもつ可能性
があると考えられた。このことからOAの病態進展にRA系が関与していることが示唆された。
審査結果
変形性関節症（以下OA）と高血圧症の関連性については以前から指摘があるものの、現時点
では関節軟骨において、血圧調節機構に関わる分子がどのように作用するかについてほとんど解
明されていない。しかし軟骨細胞の分化や機能に対して血圧調節機構が与える影響について明ら
かになれば、高血圧症が変形性関節症の発症・病態進行に対するリスクファクターであることを
分子レベルで明確に示すこととなり、さらにRA系の調節により軟骨代謝を正常化できれば、心
血管系疾患増悪のリスクを回避しながら、運動機能を向上させることが可能となり、効率的に患
者のQOLを維持・向上させることが期待できる。
本研究ではOAに対するRAの関与について明らかにすることを目的とし、RA系の中心的分
子であるAng	IIが関節軟骨代謝にどのような影響を与えるかについて、力学的負荷（半月不安定
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性）モデルマウスをもちいて検討している。その結果、Ang	IIの投与により関節軟骨変性が有意
に進行することや、関節軟骨変性に関与する分子の発現も広範に発現することなどが示された。
これらの結果についてはこれまで報告がなく、今後関節軟骨代謝におけるRA系の関与を解明し
ていくためにも重要な知見であると考える。
なお本研究では分子レベルでの解析やAng	II	-	Ang	II受容体シグナルの阻害による関節軟
骨変性の抑制、RA系に関与しない降圧剤との比較などを実施されておらず、OA病態進展への
Ang	IIの直接的関与を十分に示されておらず、さらなる検討の必要があると考えるが、生体内
においてAng	II	-	Ang	II受容体を中心とするRA系シグナルが関節軟骨の変性に関与し、OAの
病態進展におけるリスクファクターとなりうることを示したことは、きわめて有意義な結果であ
り、今後のOAならびに高血圧症の病態解明や治療法の開発に新たな展開をもたらすことを期待
させるものである。
以上のことから、本申請論文は修士の学位を授与するに値するものと判定した。
訪問リハビリテーションにおけるウェアラブルセンサーでの動作解析
	 学位申請者：宮下敏紀
	 指導教員：工藤慎太郎
	 審査委員会主査：前田　薫
論文要旨
【背景と目的】訪問リハビリテーション（以下、訪問リハ）において参加や活動を促す上で、身体
機能、身体活動量、および歩行動作の評価が重要であると報告されてきている。本研究では、訪
問リハ利用者の歩行能力と生活活動範囲の関係を明らかにすることを目的とする。
【対象と方法】対象者は訪問リハ利用者で屋内歩行が自立しており、かつ定常歩行が可能である
者33名であった。対象者はFunctional	Ambulation	Classication	of	 the	Hospitalat	Saguntoに基
づき、家庭内歩行群（以下、屋内群）、近隣歩行群（以下、近隣群）、地域内歩行群（以下、地域
群）の各11名に分類された。対象者の日常の形態での快適歩行を、3軸加速度計を腓骨頭に装着
して計測した。加速度計の信号から、加速度の前方成分（Ax）と複合ベクトル（Av）、および足
関節パワーの推定値を算出し、それらの群間での比較を一元配置分散分析法とBonferroni	testに
て行った。
【結果】加速度項目の値は、歩行自立度が高くなるにつれて大きくなり、Axには屋内群と地域群、
屋内群と近隣群で有意差が認められた（p＜0.01）。Avには屋内群と地域群、屋内群と近隣群（p
＜0.01）、近隣群と地域群（p＜0.05）の間に有意差が認められた。足関節パワーの推定値は地域
群が最も高く、屋内群と地域群、近隣群と地域群間に有意差が認められた（p＜0.01）
【考察】足関節パワーを反映するAvには、分析項目の中で唯一、3群間の有意差が認められた。
このことから、加速度計による測定値をもとにして、訪問リハ利用者の歩行能力の違いが検出さ
れたものと考えられる。
審査結果
この論文は訪問リハビリテーションの現場における簡易な評価法の開発を検討したものであ
る。近年、リハの現場では保険点数の算定に成果主義的な要素が入ってきており、利用者の変化
を、正確性を持って簡易に数量化する手法の必要性が高まってきている。特に、利用者の運動機
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能および日常生活活動能力への関連要因が多数ある在宅では、評価法の標準化が難しい。本研究
は、このような社会的ニーズに応えるという意義を持つ。在宅での活動量の評価に加速度センサー
を用いた研究は多数あるが、特定の身体部位の加速度を適用することで、2ステップテストでは
検出できない差異を示すという点で、本研究は独創的である。研究プロセスは、準備段階として
動作解析によって理論面の検討を行い、それを現場への応用へと展開するという周到な計画に基
づいている。
方法論において今後検討を要することは、加速度変化を測定する部位を限局するうえでの論理
面であると思われる。結果では、加速度計での測定値と地域高齢者の活動範囲との間に対応関係
が示されていることから、方法論上の問題は、必ずしも本研究にとって重大なものではない可能
性がある。今後のさらなる発展が期待される研究テーマであり、その第1歩として、十分な成果
を示したものと考えられる。
以上のことから、本研究は、修士の学位論文として相応しいものであると判断された。
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論文要旨
【背景と目的】日本における肩こりの有訴者率の高さと鍼治療の利用状況を踏まえると、肩こり
に対する鍼治療の臨床的有用性について検証することは重要であるが、未だ臨床試験のシステマ
ティック・レビュ （ーSR）およびメタアナリシス（MA）は実施されていない。そこで、肩こりに
対する鍼の特異的臨床効果および臨床試験の質を明らかにするために当該臨床試験のSRおよび
MAを実施した。
【対象と方法】医中誌Web、PubMed、CENTRAL、JACLiD、Scopusによるデータベース検索、
および研究室所蔵ファイルのハンドサーチによって本態性肩こりに対する鍼の効果を検証した臨
床試験文献を収集し、予め設定した選択基準と除外基準にもとづいてSRとMAに組み入れる対
象となる一次研究を選定した。臨床試験および報告の質の評価には、コクランRisk	of	Biasツー
ル、CONSORT、STRICTAを用いた。メタアナリシスにはReview	Manager	5.3を使用し、効
果量として標準化平均差（SMD）を求めた。また同時に、統計学的異質性を示すI統計量を求め、
出版バイアスの指標としてファンネルプロットを作成した。
【結果】SR対象の臨床試験24編、MA対象の臨床試験9編が選定され、データの統合が可能なア
ウトカムは肩こりのVisual	Analog	Scale（VAS）であった。Risk	of	Biasについては「unclear」と
された項目が著しく多く、「low	risk」が最も多かった「割付の順序」の項でも「low	risk」の割合
は46％であった。CONSORTとSTRICTAへの準拠に関しても記載のない項目が多かった。デー
タの統計学的異質性は中等度以下であったが、概念的異質性は非常に高いと判断した。フォレ
ストプロットにより得られたVASに関するSMDは、「鍼	対	無治療」の施術直後で-1.24（95%CI	
-2.09,	-0.40）であった。また「鍼	対	Sham鍼」については、施術直後で-0.10（95%CI	-0.55,	0.35）、
施術7日で-0.04（95%CI	-0.41,	0.33）、施術3 ～ 4週で-0.68（95%CI	-1.09,	-0.27）、施術終了後1
か月で-0.30（95%CI	-0.82,	0.22）だった。ファンネルプロットにより評価しようとした出版バイ
アスの有無は、対象となる一次研究の数が少なかったために判定できなかった。
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【考察と結論】サンプルサイズが少なく、バイアスリスクが大きく、一次研究の異質性が高いた
め、確定的な結論は得られなかったが、暫定的あるいは試行結果という位置づけでの結論として
は鍼治療3～ 4週目における偽鍼と比較した場合の鍼の効果量が統計学的に有意であり、鍼の特
異的臨床効果がある可能性が示唆された。また、方法論上の留意事項として、SRおよびMAに
組み入れる臨床試験文献を収集するには医中誌Webの研究デザインタグを用いた絞り込みでな
く、関連キーワードでヒットした文献を丁寧に読んで取捨選択していく作業を行う必要があるこ
とがわかった。
審査結果
肩こりは日本国内における鍼治療の最も多い受療理由のひとつであるにもかかわらず、現在
までRCT論文のSRおよびMA（以下SR/MA）が行われていなかったため、エビデンスにもとづ
く医療（EBM）が医療の考え方と実践の基本となっている今日において、本件に関してSR/MA
を実施することには意味がある。しかし結果的には収集されたRCT論文の質が総じて低く、し
ばしば「Garbage	 in,	garbage	out」と呼ばれるように、ここから得られたエビデンスをそのまま
信用するわけにはいかない。ただ、このことは本学位申請者に非があるわけではなく、むしろ
Risk	of	Bias、CONSORT、STRICTAを用いてRCTの方法論と報告の質を客観的に評価し、今
後改善すべき点を特定できたという意味において、本研究は新しい知見を得たといえる。また、
研究遂行の過程で得られた医中誌Webによる検索の限界および肩こりの英語表現の曖昧さに関
する知見も、今後のSR/MAを行うための布石となるため、当該領域に貢献したといえよう。
一方、メタアナリシスによって得られたSMDについては、例えばminimal	clinically	important	
differencesを求めるなどにより臨床的意味の大きさを検討することができたかもしれないし、
データの異質性についても今後のRCT実施において何を統一して行うべきか提案するといった
さらに踏み込んだ方法論的検討もできたはずである。この点に関しては、本研究の考察及び学問
的深みは十分とはいえない。また、本研究を公表することを前提としたPROSPEROへの事前登
録やPRISMA声明への準拠についても不備がある。
以上を踏まえて総体的に判断すると、確定的な結論は出せなかったものの、日本における有訴
者率が非常に高い肩こりに今日の医療が十分対応できていない現状において、鍼治療の臨床的有
用性をEBMにおける基本的手法に則って検証しようとしたこと、そしてそこから暫定的であれ
効果量を求めたことに加え、今後のSR/MAを実施するための布石となる新知見を得たことにつ
いては、従来の保健医療学研究になかったオリジナリティがあり、当該領域の発展に貢献したと
評価できる。
以上のことから、本申請論文は、修士の学位を授与するに値するものと判定した。
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